
＜委員＞

髙橋桂子（中山小） 大内司朗（鶴谷中）

髙橋 清（北仙台小） 遠藤昌宏（長命ヶ丘中）

佐竹朋子（茂庭台小） 丹野美紀（高砂中）

＜有識者＞

稲垣 忠（東北学院大准教授）

やりましょうやりましょう 情報モラル教育情報モラル教育
～だれにでも～だれにでもできる授業プランの提案できる授業プランの提案～～



「情報モラル教育について，
教科の授業で取り組める授業プランを探る」

情報モラル??
なにか新しい

ことなのかな？

イメージが・・・
なんの時間に
するのかな？

情報モラルについて指導

新学習指導要領では
情報教育の充実が掲げられている

普
段
の
授
業
を

生
か
し
た
い



教科でできる情報モラル（小学校）：単元例

社
会

国
語

生
活

・取材したことをもとに学級新聞を作ろう(4年下）

・メディアとわたしたちのかかわりについて考えよう（5年下）

・書き手の工夫を考えながら新聞の投稿を読もう（6年下）

・取材したことをもとに学級新聞を作ろう(4年下）

・メディアとわたしたちのかかわりについて考えよう（5年下）

・書き手の工夫を考えながら新聞の投稿を読もう（6年下）

・学習の進め方，学び方コーナー（３～６年上）

・情報化した社会と私たちの生活（５年下）

・学習の進め方，学び方コーナー（３～６年上）

・情報化した社会と私たちの生活（５年下）

・どきどき わくわく まちたんけん
（まちたんけんの計画をたてよう，まちのことをつたえ合おう）

・みんなで 行こうよ つかおうよ
（図書かんのことを聞いてみよう）

・もっと なかよし まちたんけん
（まちの人に会いに行こう，もっとまちの人となかよくなろう） など

・どきどき わくわく まちたんけん
（まちたんけんの計画をたてよう，まちのことをつたえ合おう）

・みんなで 行こうよ つかおうよ
（図書かんのことを聞いてみよう）

・もっと なかよし まちたんけん
（まちの人に会いに行こう，もっとまちの人となかよくなろう） など



社会(公民)

国 語

保健体育

技術家庭

・情報との関わりを考える

・ＩＴ社会の到来

・休養と健康

・情報を活用し生活に生かそう

・マルチメディアを活用して表現や発信を
しよう

教科でできる情報モラル（中学校）：単元例





茂庭台小学校
佐竹朋子先生の実践

茂庭台小学校
佐竹朋子先生の実践

鶴谷中学校
大内司朗先生の実践

鶴谷中学校
大内司朗先生の実践

技術・家庭科〈技術分野〉
（中学３年）

「情報を適切に選択しよう」

道徳（小学６年）

「上手に気持ちを表し，
よい友達関係を」



意識のずれ

パソコンや携帯電
話は，お父さん，
お母さんの前でね

ネチケット？

不正アクセス？

写真をちょうだい

ゲームしよう

あとはメールでね

プロフ作ったんだ

ねぇ、あのサイト
知ってる？親が知らない

ところでの利用



ＳＱＳアンケート
システムの活用

自動集計

http://www.sendai-c.ed.jp/~j-suisin/moral2010/moral22.html

アンケートは，アンケートは，
情報モラル部会
のページより
ダウンロード可



小学校 道徳 ６年
「もっと もっと いい友達に」

～ソーシャルスキルトレーニング（SST)
を生かした情報モラル指導例～



学級経営と情報モラル
 校内重点指導事項との関連

「ハートスキルプログラム」

児童の社会性（コミュニケーション能力・思いやりの心・礼儀や
マナー・規範意識・対人関係能力・自尊感情 など）の向上
をねらいとした指導

学んだことをすぐに日常生活に生かし、
そのよさを実感できる工夫



他人との関わりの中で
自ら考え 判断し 行動する

ＳＳＴと情報モラル
ソーシャルスキルトレーニング

（ＳＳＴ）
情報モラル

社会の中で

他人と交わり共に生活して

いくためのスキル

「情報社会で適正な活動を行うため
の基になる考え方と態度ととらえ
ることができ…」

（「学習指導要領解説 道徳」 より）



情報モラルとの関連
（「情報モラル指導モデルカリキュラム」 より）

１．情報社会の倫理
a 発信する情報や情報社会での

行動に責任を持つ。
a3-1 他人や社会への影響を考えて

行動する。
(小学校５～６年）



導 入
★事前アンケートの結果提示

【考える】
 全員の意見を類型化して紹介

「自分のこと」として考えるきっかけとした。

 内容の把握の一助

 話し合いの時間確保



「もしも、その場にいない仲のよい友達の悪口を言われたら、

あなたならどうしますか。」 (事前アンケート）



展 開
【判断する】

【伝える】
★「３人がこれからも

仲良くいられるには？」

自分の考えをもとに，グループの意見をまとめる

話し合いの結果を発表する



まとめ

★本時で学習したことを

振り返り発表する。







実践授業

中学校 ３年 技術・家庭科

「情報を適切に選択しよう」

～著作権について考えよう～



情報モラルとの関連

＜重点目標＞

・情報の光と影の存在に関する理解を深める

・情報活用能力を養い，他者との望ましい人間関係を構築しようとする態度を育む

＜生徒に身に付けさせたい力＞

◇ ネットワーク上の相手の存在を意識して，情報を選択し活用しようと考える力

◇ 発信した情報に対する責任があることを理解し，情報を判断する力

◇ 適切な情報を正確に相手に伝える力



指導計画

１ コンピュータの安全管理について考えよう

２ 著作権について考えよう

３ プライバシーと個人情報の保護について考えよう

４ インターネットの上手な利用法を考えよう

※情報管理の問題点について考える

※ネットワーク上の著作権について考える

※ネットワーク上のプライバシーについて考える

※知らずにしてしまう可能性のあるルール違反について考える

考える 判断する 伝える



導入＜考える＞

ホームページにある

他人の文章やイラストを

自分の勉強のために，

著作者に無断でダウンロードしたり

プリンターで印刷することは問題ない。

著作権に関するクイズ



展開＜判断する＞

２０１０年７月２３日（金）
河北新聞朝刊

被害額２０億円

生活の中で利用される著作物

生活との関連
～気づき～

著作物の例
言語：小説，短歌，俳句，手紙，論文，講演
音楽：楽曲および楽曲を伴う歌詞
舞踊：舞踊，ダンス，バレエ，パントマイム
美術：絵画，版画，彫刻，漫画，イラスト
建築：建築物
図形：地図，図表，設計図
映画：劇場用映画，テレビ映画，ビデオソフト
写真：写真
プログラム：コンピュータプログラム，ゲームソフト



著作権に関するクイズの解説



まとめ＜伝える＞

＜自己評価カードの記述（学習の振り返り）＞

＜著作権の保護の重要性に関する記述＞

学習の振り返り



・児童生徒と保護者の現状を把握

・親子で情報モラルを学ぶ機会を設定

・情報モラルと教科，領域等と関連させた
授業づくり

・新聞記事やSSTなど，既存資料を工夫，
活用した授業づくり


